
神話伝説の山里

｢高千穂郷｣通信
平成１６年 ８月号

（宮崎県西臼杵支庁）
ＮＯ.２０

［右上］九州渓流のぼりｉｎ五ヶ瀬（五ヶ瀬町）
［右中］下野西ほおずき夏祭り（高千穂町）
［右下］遊水エコフェスタ（ニジマスつかみ取

り大会・水上尻相撲大会）(日之影町)
［左上］西臼杵郡消防操法大会（高千穂町）
［左中］Ｇパーク夏合宿（五ヶ瀬町）
［左下］青雲橋花火大会（日之影町）
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秋元川上流右岸側から撮影した「水ヶ崎大橋」

［水ヶ崎大橋データ］

橋梁位置：高千穂町大字向山～
日之影町大字岩井川

工 期：平成 年３月～平成 年８月１３ １６
橋 長：２３０ｍ
アーチスパン：１６０ｍ
橋の高さ：約１３０ｍ
形 式：コンクリート固定アーチ橋
全 幅：９．５ｍ
車道幅員：６．５ｍ

飯干賀一さん一家が三世代夫婦の渡
り初めを行いました。

開通を祝っての神楽奉納 開通を祝って、関係者によるテープカットとくす玉割
りが行われました。

親柱の文字を書いていただきました。
左上 向山南小６年 飯干このみさん
左下 向山北小６年 柳瀬優美さん
右上 高巣野小６年 松本明日美さん
右下 高巣野小５年 前田のぞみさん

歩道部には夜間通行のためのフット
ライトが設置されています。

事業効果

水ヶ崎地区から国道２１８号(高巣野)までの所要
（平均速度４０ｋｍ／ｈ）時間

◎ 整備前
《普通車の場合》 約１０分
町道・秋元川・農道・天翔大橋経由

《大型車の場合》 約２５分
諸塚高千穂線「青葉大橋 ・高千穂町市街地経由」

◎ 整備後
《普通車の場合》 約５分
《大型車の場合》 約５分

［ふるさと農道向山地区データ］

総 延 長：Ｌ＝７２０ｍ

総事業費：３１億４，８００万円

全体工期：平成１０年度～１６年度

受益面積：１３１ha

（水 田 ７５ha）

（ 畑 ２６ha）

（樹園地 ３０ha）

国道２１８号
↓

高巣野小学校
↓
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子牛セリ市研修会

子牛セリ市は、２ヶ月に
１回行われますが、肉用牛
専業農家だけでなく、園芸
等との複合農家、建設業等
との兼業農家等、多数の生
産者が集う絶好の機会で
す。この機会を利用して、
研修会を実施しています。
研修内容は、暑熱対策や

飼料作物の作付け・利用等
の畜産関係の内容の他、水
稲・園芸関係の栽培管理や
農作業事故防止等、営農情
報全般についてタイムリー
な説明が行われました。
日頃忘れがちな基本技術

を再確認したり、最新情報
等を入手することで、子牛
の品質向上が図られ、肉用
牛経営の安定につながるこ
とが期待されます。

セリ市の時は、早めに集合してください。
（お問い合わせ） （０９８２）７２－２１５８西臼杵農業改良普及センター

産業開発青年隊が現場研修
宮崎県産業開発青年隊が、７月２９日、３０日に西
臼杵支庁管内の現場で研修を行いました。
産業開発青年隊は、清武町の宮崎県建設技術センタ

ー内にあり 「人づ、
くり」と「土木建設
技術者の養成」を目
的とした県の教育訓
練機関です 「働き。
ながら学ぶ」という
教育理念の下、全寮
制による規律ある集
団生活を通して 心、「
身の教育」そして測
量学や土木施工等の
専門科目の講義と現
場実習を行います。
現場研修は、教育

の一環として行われ
たもので、専攻課程

、 、隊員２３名が 道路
橋梁、砂防の現場で
研修しました。高千
穂町出身の福嶋一文
さんと米田靖彦さん
も参加しました。

高千穂家畜市場の子牛セリ市が７月２８～２９日
に開催されましたが、このセリ市が始まる前の時間
を利用して、飼養管理研修会を実施しました。研修
会は、昨年度から実施しています。

西臼杵地区集落営農の推進・法人化研修会

集落営農とは、ある
一定の地域内の農家が
団結し、農地の利用方
法を検討したり、農作
業を共同で行うなど、
農業生産活動を集落全
体で行うものです。
研修会は、県の地域

農業推進課、営農支援
課の職員が、集落営農の
意義と組織形態、ＪＡ宮
崎中央会の職員が農業
法人の形態と特徴、集
落営農法人の設立など
について、具体的事例
を紹介しながら説明し
ました。
今後の集落営農に向

けた取組みが期待されま
す。

集落や土地改良区の代表者、関係
機関の職員など約４０名が出席

講師を務められたＪＡ宮崎中央
会の石山昂さん

研修会には生産者の方々が
約５００人参加されました。

農業高校出前研修事業

す

研修では、農村女性指導士会小笠まゆみ会長と農業
普及協力委員会甲斐謙二会長が講師を務めました。
小笠さんからは 「農業は自分で考え、自分で行動、

することで所得を上げ
ていくことができる素
晴らしい職業である。
今後は、環境を意識し
た農業を行っていく必
要がある 」という話。
が、また甲斐さんから
は 「ＳＡＰ活動を積、
極的に行い、プロジェ
クト活動に必死で取り
組んだ 」という体験。
談がありました。
参加者からは 「将、

来自分の家の農業をつ
いでもいいかなという
気持ちが出てきた 」。
などの感想がありまし
た。

講師の小笠まゆみ農村女性指導士
会長

集落営農の組織化及び法人化に関する基礎的な
内容・制度の概要、手続き等の習得を目的に「西
臼杵地区集落営農の推進・法人化研修会 （主催：」
、 、 ） 、県 ＪＡグループ 農業関係団体等 が８月４日

西臼杵農業改良普及センターで開催されました。

熱心に講師の話を聞く高千穂高校
農業科の生徒

講師を務めた西臼杵農業改良
普及センターの興梠主任技師

農業高校生が、卒業後の進路決定の際の参考と
なるよう、農業の魅力を伝える「農業高校出前研
修事業」が今年度から実施されています。高千穂
高校においても、農業科の生徒４６名が参加し、
西臼杵農業改良普及センターで８月９日に開催さ
れました。

高千穂町押方の大内川の砂防工事
の現場で説明を受ける青年隊員

竹田五ヶ瀬線興地工区の現場で説
明を受ける青年隊員
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編集後記

今年は記録的な猛暑で、高千穂郷もとても暑い夏で
した。このような中、きれいな水、川、渓谷等の自然
や特産化を目指しているほおずき等を活用したイベン
トが高千穂郷各地で行われました。下野西地区では、
今年初めて、ほおずき夏祭りが行われました。五ヶ瀬
町でも、九州渓流のぼりや星空観望会等に福岡からの
親子キャンプツアーが今年初めて実施され、４８名の
参加がありました。今後の広がりが期待されます。
高千穂高校女子剣道部の活躍は、高千穂郷の誇りで

▲

す。また 「アテネオリンピック」でも、日本選手が、
大活躍しており、感動の連続です。剣道がオリンピッ
ク種目でないことが残念です。修

トピックス

◎お問い合わせ先
宮崎県 西臼杵支庁 総務課
T E L 0 9 8 2 (7 2 )2 1 8 1 F A X 0 9 8 2 (7 2 )3 7 6 0

古紙配合率１００％、白色度８２％を使用しています。

＊西臼杵支庁の業務等について、ご意見、ご要望な
どがありましたら下記までご連絡ください。

西臼杵支庁だより
□ 高千穂高校女子剣道部三冠達成

、高千穂高校女子剣道部は
全国高校総体で優勝し、春
の選抜大会、玉竜旗大会と
併せて三冠を達成し、８月
２６日に西臼杵支庁に優勝
報告がありました。四冠目
となる秋季国体に向けてが
んばってください。

□ ８月は「道路ふれあい月間」です
８月は、道路利用者に道

路の役割や重要性を再認識
していただくため、全国的
に道路愛護運動を展開して
います。
西臼杵支庁でも、８月４

日に西臼杵管内の国県道の
美化作業を実施し、空き缶

。や紙くず等を回収しました

ＴＲトロッコ列車で行く「夏休み森の探検隊」
全国野鳥保護のつどい県実行委員会、同高千穂町実

行委員会、ＴＲ高千穂鉄道などの主催により、８月８
日（日）に開催され、３８名が参加されました。
午前４時４０分にトロッコ列車で延岡駅を出発し、

途中、日之影温泉駅や高千穂鉄橋などで、野鳥観察を
行いながら高千穂に向かいました。
高千穂では、高千穂峡や天真名井に移動し、野鳥観

察会や巨樹・巨木探検を行いました。

自然公園関係功労者環境大臣表彰

日之影町見立の民宿経営藤本泰三さんが、祖母傾国
定公園の環境整備や美化に努められたとして、自然公
園関係功労者環境大臣表彰を受賞され、８月３日、西
臼杵支庁長から表彰状の伝達が行われました

藤本さんは、傾山や五葉岳など
の登山道や標識の整備に努めて来
られました。昭和６２年からは環
境省の自然公園指導員に認定さ
れ、登山道巡回や清掃作業をされ
ています。
今回の表彰は、全国で２１名が

選ばれており、県内では藤本
さん１人だけです。

高千穂町花の日キャンペーン
「花の町高千穂」をアピールし高千穂花きの消費拡大

を図るため、高千穂町花の日推進会議（会長：黒木睦郎
町長）は、８月５日に安藤知事等に菊、ほおずき、夏秋
野菜などを贈呈しました。
高千穂町の菊の栽培は、昼夜の気温差が大きい夏の気

候を生かして、昭和４１年から栽培されています。
８月７日が「高千穂町花の日」と定められています。

表彰を受けた藤本泰三さん

安藤知事に菊などを贈呈した高
千穂町花の日推進会議の委員

ほおずき贈呈
日之影町ほおずき研究会（河野一郎会長）は、日之影

町のほおずきをＰＲするため、８月４日に西臼杵支庁長
に収穫したばかりのほおずきを贈呈しました。
日之影町では、２０年前からほおずき栽培が行われて

いますが、昨年１１月に特産化を目指して栽培農家１３
戸によって、同研究会が発足されました。

ほおずきを贈呈する戸高ひろ
みさん、河野会長（一番右）
と押方重利副会長 高千穂峡での野鳥観察 天真名井での巨樹・巨木探検

講師は樹医の佐藤光氏

国道２１８バイパスで道路
清掃する支庁職員

日之影町で栽培されている
鮮やかな色のほおずき

贈呈された菊の花

優勝報告に支庁を訪問した
高千穂高校女子剣道部


